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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：看護学・生涯発達看護学 
キーワード：妊娠・食事要因・生活習慣・授乳期間・月経開始時期・食物摂取頻度調査・ 

追跡調査 
 
１．研究計画の概要 

本研究は、平成20年～23年の4年間の
期間で、次のことを明らかにする。 

(1)妊娠期の栄養状況及び生活習慣と
授乳期間との関連を明らかにする。 

(2)授乳継続を阻害する因子と考えら
れる喫煙・職業・児の哺乳力・授乳回数
・本人が受けた授乳方法などとの関連を
明らかにする 

(3)妊娠期からの栄養摂取状況および
生活習慣と月経再開時期との関連を明
らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 

平成 20 年度は、研究協力者の登録を
開始した。具体的には、総合病院 1施設、
個人病院 2 施設で出産した褥婦に対し、
研究の概要を説明し同意を得られた褥
婦に、 141 項目食物摂取頻度調査と妊
娠・分娩・産後に関する健康調査の質問
紙の回答をお願いした。特に、施設の選
択では情報バイアスや選択バイアスを
最小限にするため、市内の北、西、東に
ある施設を確保することができた。その
後、平成 23 年度までに登録者数は 126
名となった。 

登録者には、産後 3 カ月、産後 6 カ月、
産後 12 カ月、産後 18 カ月に健康につい
て質問紙調査を郵送法で追跡調査を行
った。 

平成 23 年 5 月現在、登録者への追跡
調査はすべて終了した。 

なお、中間で登録 97 名の段階で、妊
婦の食事摂取状況と職業の有無につい
て検討した。 

職業なし 52 名、職業ありは 45 名であ
った。この時点で、年齢、出産経験、妊
娠中の体重増加、非妊時ＢＭＩ、分娩様
式、在胎週数、児の出生体重において２
群に有意差はなかった。 

食品群別でみたときに豆類のおから、
野菜類の青菜、ブロッコリー、きんぴら
において、魚介類のひもの、職業あり群
が有意に多く摂取していた。果実類のバ
ナナ、リンゴ、ミカン、藻類のひじき、
乳類のヨーグルトは両群ともに摂取頻
度が多かった。 

食生活の特徴でみたときに、外食をす
るものが多いのが職業あり群で、インス
タント食品を多く摂取するのが職業な
し群であった。サプリメントは両群とも
に多かった。 

本研究対象の妊婦の食生活は、過不足
なく摂取している様子がうかがえた。職
業あり群のほうが、外食は多いものの、
外食を選ぶときに、栄養バランスを考え
て摂取していることが示唆された。 

 
３．現在までの達成度 
 ②概ね順調に進展している。 
<理由> 
登録者数は平成 23 年までに、126名となっ

た。追跡調査の中で、産後 18 カ月まで継続
的に追跡調査できたデータ数は 88名であり、
69.8％の回収率であった。そのうち中間で、
食生活の実態をまとめ、登録集団の傾向を考
察できた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（1）得られたデータより以下の分析を行う。 
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①  妊娠期の栄養状況及び生活習慣
の記述統計 

②  妊娠期の栄養状況及び生活習慣
と授乳期間との関連を明らかに
する。 

③  授乳継続を阻害する因子と考え
られる喫煙・職業・児の哺乳力・
授乳回数・本人が受けた授乳方法
などとの関連を明らかにする。 

④  妊娠期からの栄養摂取状況およ
び生活習慣と月経再開時期との
関連を明らかにする。 

⑤  2）～4）の分析はパス解析を行う 
（2）論文のまとめ 
（3）学会発表ならびに論文投稿 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 0 件） 
 
〔学会発表〕（計 0 件） 
 


